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　1983 年 5 月 26 日，秋田県沖に日本海中部地震（ M7.7 ）が発生した。震央から約 80km はな

れた青森県岩崎村付近では，1978 年秋に発生した群発地震活動に関連して，地下水の化学組成

の変化の測定を行っていた 1 ）。日本海中部地震後に行った結果について報告する。

　地下水の測定地点 1. 不老不死温泉（ 海岸 ）と 2. 東北木材における採水は今回不能であった。

新たに，12. 船作岬温泉を加えた。前 2 回の測定と比べて，化学組成に有意な変化は認められな

かった。海岸から水柱を立てて自噴する椿山温泉の噴出量は，前回に比べ約 1/3 に減じていた

が，地震との関連性は明らかではない。

　この地震と関連して，日本海沿岸に分布するほとんどの油田，ガス田では変化がみられなか

ったが，秋田県上浜油田（ 震央距離 150 ㎞ ）では，地震後ガス噴出量が増加した。
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第 1 表　青森県岩崎村周辺で採取された地下水試料の化学組成変化
Table 1  Chemical composition changes in groundwaters obtained in the vicinity of lwasaki, Aomori Prefecture.
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第 1 図　日本海中部地震の震央および地下水採取点，上浜油田の位置
Fig. 1  Locations of the Japan Sea Earthquake, sampling sites of groundwaters and Kamihama oil field.
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第 2 図　青森県岩崎村周辺の地下水試料の化学組成変化
　　　　（a）採取点 2：不老不死温泉
　　　　（b）採取点 3：椿山温泉
　　　　（c）採取点 4：赤滝温泉
　　　　（d）採取点 6：十二湖温泉，採取点 7：十二湖付近の湧水
　　　　（e）採取点 9：早稲田川そばの湧水，採取点 10：神明宮の湧水

Fig. 2  Chemical composition changes of groundwaters in the vicinity of Iwasaki, Aomori Prefecture. 
         　　　　　 (a) 2. Furofushi Hot Spring 
      　　　　　    (b) 3. Tsubakiyama Hot Spring 
      　　　　　    (c) 4. Akataki Hot Spring 
        　　　　　  (d) 6. Jyuni-ko Hot Spring and 
       　　　  　        7. spring water near Jyuni-ko 
       　　　　　   (e) 9. spring water beside the R. Waseda and 
         　　　　　    10. spring water at the Shinmeigu Shrine.
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第 2 図　つづき
Fig. 2  (Continued)
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